
混乱の時代における 
コンプライアンス変革の促進

将来に向けてコンプライアンス体制の 
整備を進めているのは31%

対象を絞った 
改善を実行

現状維持

将来に向けた 
コンプライアンス
変革を実行

他部門と連携できているコンプライアンス 
部門はパフォーマンスが78%向上

変革を実行している領域は 
主に第三者リスクの管理

レガシーシステム・ 
インフラの限界

予算的制約

プライバシーや 
倫理的なAI利用に

関する懸念

規制の不確実性

データの散在・ 
質の低さ
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39%

AIの可能性を引き出すにはレガシー 
システムのモダナイゼーションが必要

現状維持               変革を実行

他部門と連携できているコンプライアンス部門          
他部門と連携できていないコンプライアンス部門

法令や規制の順守

地政学的・ 
経済上の混乱

レピュテーションリスク

第三者リスク

サイバーセキュリティと
新たなテクノロジーに 

伴うリスク

コンプライアンスの 
課題解決に必要な 
人材とスキル

取締役会の可視性と 
十分なリソース

より迅速な成果への 
プレッシャーと 
予算的制約

反発や煩雑な 
手続きなしに 
方針転換が可能
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